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イギリスといった発展した国々を、豊かさの象徴である「ミルクと蜂蜜の国（bũrũri wa iria na ũki）」
                                                        
1 ギクユとは、バントゥー語系言語を話すケニア最大の民族集団である。なお、本稿で述べる移民とは、20 世紀
に入ってから自分の意志で移住した人びとを指す。 
2 ケニア中央銀行によると、2015年には 15億ドルがケニアへ送金された。International Organization for Migration
（IOM）によると、その約半分はアメリカからであるという 
（http://publications.iom.int/system/files/pdf/migration_profile_kenya.pdf, 2016年 12月 3日アクセス）。 
「過去」と「未来」を生きる人びと 

















留学先に留まった人はほんの数名であったという［Stephens 2013, 75］。 



















は、在米ケニア人に人気のニュースサイト 3 紙の死亡記事を過去 6 年間にわたってリスト化し、









から民族名が判別できたのは 360 名であったが4、ギクユ人の名前が 10 名以上あった州はメリー
ランド（36 名）、テキサス（26 名）、ジョージア（26 名）、カリフォルニア（17 名）、マサチュー
セッツ（13 名）、ノースカロライナ（15 名）、ワシントン（11 名）であった。これは、筆者が調
査中に聞き知ったギクユ人情報とほぼ一致するが、ここからも彼らがメリーランド州を始め、ア
メリカ東海岸から南部にかけて多く住んでいるのが分かる。これは、2000年のアメリカ人口セン
サスによるアフリカ系アメリカ人5の居住地域とほぼ重なっている（図 1 参照）。2010 年のアメリ
カ人口センサスを基礎とした統計局の発表によると、2013 年の在米ケニア人は推定 10 万 6 千人
であるが、センサスから漏れ落ちる人の数については把握できない。 
 
図 1 アフリカ系アメリカ人の居住分布 
 
（出所）http://www.censusscope.org/us/map_nhblack.html（2016年 11月 24日アクセス） 



























ンガ・カウンティー出身のギクユ人世帯主 47 人に対して、世帯調査を行った。47 世帯のうち、
単身世帯は 14 世帯、妻がアメリカ人の例は 3 世帯あった。そこから、7 割以上の人が 1991 年～














                                                        
6インタビューを行った 102 人の中には、ギクユ人移民の子供 7人、他民族の 13人が含まれている。 
「過去」と「未来」を生きる人びと 










典型的な例として、B さん（40代女性）は、平日朝 8時から夕方 16時まで託児所でアルバイトを
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ケニアで（会計士だった時）の月給は、2 万 2000 シリング（現在のレートで 2.2 万円程度）だ





























位で免許を取得し、年収 4 万から 7 万ドルを稼ぐことができる。看護助手は、病院や老人ホーム
などが提供する 1ヶ月程度の訓練を受けるだけで就職でき、10数ドルの時給をもらえ、コンビニ
などで働くよりも割が良い。では、医療に従事するギクユ人の日常は、どのようなものだろうか。
典型的な例として、2001 年に移住した G 氏夫妻（共に 50 代）の語りを紹介する。G 氏は母国ケ
ニアで牧師、妻は高校教師であった。現在、3人の子供がいる。 
                                                        


















































































































ある。他州で教師をしていた I 氏（30 代男性）の年収は 3 万ドル程度だったが、ボルチモアの公
立高校の教師となり 8 万ドル以上を得ているという。なお、メリーランド州は全米で最も世帯年





                                                        
8 Kaiser Family Foundation（http://kff.org/other/state-indicator/median-annual-income/?currentTimeframe=0, 2016年 12月
26日アクセス）。 
「過去」と「未来」を生きる人びと 
















例えば J さん（60 代女性）は、ギクユ人の家庭の住み込みのベビーシッターとして月給 1200
























































































りの記録」『聖心女子大学論叢』第 128集, 61-82. 
シバ・ジョージ 2011.『女が先に移り住むとき――在米インド人看護師のトランスナショナルな生活世界』伊藤る
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